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熊
澤
蕃
山
に
お
け
る
誠
意
と
致
知
の
解
釋
に
つ
い
て

─
中
江
藤
樹
の
思
想
と
の
比
較
─

関

雅

泉

要

旨
誠
意
と
致
知
は
、⽝
大
學
⽞
に
お
け
る
重
要
な
德
目
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
熊
澤
蕃
山
が
著
し
た
⽝
大
學
和
解
⽞
と
⽝
大
學
小
解
⽞
を
中
心
資
料

と
し
て
取
り
あ
げ
て
、
藤
樹
學
に
對
す
る
蕃
山
の
評
價
を
檢
討
し
た
上
で
、
中
江
藤
樹
の
思
想
と
比
較
し
な
が
ら
、
誠
意
と
致
知
に
つ
い
て
蕃
山

の
解
釋
を
考
察
し
、
蕃
山
の
思
想
の
特
徴
と
學
問
の
形
成
を
解
明
し
て
み
た
い
。
檢
討
の
結
果
、
蕃
山
は
藤
樹
と
同
樣
に
、
王
陽
明
と
朱
熹
の
説

を
折
衷
し
、
古
本⽝
大
學
⽞を
定
本
と
す
る
が
、
經
文
と
傳
文
を
區
別
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
藤
樹
の
説
を
踏
襲
し
、
誠
意
の⽛
意
⽜を
孔
子
が
絶
ち

切
っ
た
⽛
私
意
⽜
と
解
釋
し
、
王
陽
明
が
唱
え
た
⽛
致
良
知
⽜
と
同
じ
旨
意
で
、
致
知
を
解
釋
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朱
子
學
と
陽
明
學
の
分
岐

に
對
し
て
、藤
樹
に
從
っ
て
折
衷
し
た
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。⽝
大
學
⽞の
解
釋
に
つ
い
て
、蕃
山
は
藤
樹
の
思
想
を
忠
實
に
繼
承
し
た
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

熊
澤
蕃
山
（
一
六
一
九
～
一
六
九
一
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
儒
學
者
。
名

は
伯
繼
、
字
は
了
介
、
號
は
蕃
山
、
息
遊
軒
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）、
野
尻

一
利
の
長
男
と
し
て
京
都
で
生
ま
れ
る
。
八
歳
の
時
、
外
祖
父
熊
澤
守
久
の
養

子
と
な
り
、
熊
澤
姓
に
從
う
こ
と
と
な
っ
た
。
陽
明
學
の
祖
中
江
藤
樹
（
一
六

〇
八
～
一
六
四
八
）
に
師
事
す
る
。⽛
熊
澤
蕃
山
年
譜
⽜一
に
よ
れ
ば
、
蕃
山
十

六
歳
の
時
、
板
倉
重
昌
（
一
五
八
八
～
一
六
三
八
）
と
京
極
高
通
（
一
六
〇
三

～
一
六
六
六
）
の
推
薦
に
よ
っ
て
岡
山
藩
へ
出
仕
し
た
。
島
原
の
亂
（
一
六
三

七
～
一
六
三
八
）
の
後
、
致
仕
し
て
江
州
桐
原
（
今
の
滋
賀
縣
）
に
隱
ṓ
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
二
十
二
歳
の
時
、
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）⽝
四
書
章

句
集
注
⽞
を
讀
み
、
翌
年
、
藤
樹
の
門
下
で
⽝
孝
經
⽞⽝
大
學
⽞⽝
中
庸
⽞
を
學

ん
だ
。
正
保
元
年（
一
六
四
五
）、二
十
七
歳
の
蕃
山
は
再
び
岡
山
藩
に
出
仕
し
、

藩
主
池
田
光
政
（
一
六
〇
九
～
一
六
八
二
）
に
重
用
さ
れ
た
。
蕃
山
は
藩
内
で

仁
政
を
施
し
、
學
校
を
設
置
し
て
、
儒
學
の
振
興
を
圖
っ
た
。
さ
ら
に
、
治
山

治
水
事
業
を
指
導
し
て
、
岡
山
藩
の
危
機
を
救
っ
た
經
世
家
と
し
て
知
ら
れ
て
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い
る
。
巨
勢
直
幹
（
？
～
一
七
〇
一
）⽝
熊
澤
先
生
行
状
⽞（⽝
蕃
山
全
集
⽞
第
六

册
附
錄
所
收
）
で
は
、⽛
慶
安
二
年
己
丑
（
一
六
四
九
）、
公
（
光
政
）
に
從
ひ
、

東
都
（
江
戸
）
に
在
る
。
公
侯
ᷭ
大
夫
、
先
生
を
禮
接
す
。
其
の
業
を
受
く
る

者
は
數
百
を
以
て
す
。
是
を
以
て
名
聲
籍
甚
す
（
慶
安
二
年
己
丑
、
從
公
在
東

都
。
公
侯
ᷭ
大
夫
、
禮
接
先
生
、
受
其
業
者
以
數
百
。
以
是
名
聲
籍
甚
）⽜
と
記

載
し
て
い
る
。
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）、
日
本
最
古
の
庶
民
學
校
・
閑
谷
學
校

の
前
身
で
あ
る
花
園
會
を
創
建
し
た
。

蕃
山
の
官
途
は
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
學
問
の
對
立
に
よ
っ
て
、
當
時
、
幕

府
の
御
用
儒
學
者
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
の
批
判
を
受
け
た
。
羅

山
は
⽝
草
賊
前
後
記
⽞（
國
立
公
文
書
館
所
藏
）
を
執
筆
し
、⽛
妖
術
を
以
て
聾

盲
を
誣
ふ
。（
中
略
）
大
底
耶
蘇
の
變
法
な
り
（
以
妖
術
誣
聾
盲
。（
中
略
）
大

底
耶
穌
之
變
法
也
）⽜
と
蕃
山
を
中
傷
し
た
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）、
三
十

九
歳
の
蕃
山
は
致
仕
し
て
京
都
に
歸
っ
た
。
後
に
河
州
、
城
州
、
播
州
へ
次
々

に
轉
居
し
、
最
後
に
總
州
古
河
（
今
の
Ἒ
城
縣
）
に
住
み
、
幕
府
に
古
河
城
内

の
頼
政
廓
で
禁
錮
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
元
祿
四
年
卒
、
享
年
七
十
三
歳
。
蕃
山

の
著
述
生
活
は
、
大
體
京
都
に
隱
居
し
て
か
ら
始
ま
っ
た
。
代
表
作
⽝
集
義
和

書
⽞初
版
は
寛
文
十
二
年（
一
六
七
二
）、蕃
山
五
十
四
歳
の
時
に
刊
行
さ
れ
た
。

蕃
山
の
學
問
と
學
派
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
け
る
代
表
的
な
見

解
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
井
上
哲
次
郎
は
、
蕃
山
の
學
問
と
素
養
は
す
べ
て
藤

樹
門
下
に
得
た
も
の
で
、
彼
が
陽
明
學
派
に
屬
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と

述
べ
て
い
る
二
。
相
良
亨
は
、
蕃
山
は
朱
子
學
の
研
究
を
通
し
て
、
藤
樹
の
思

想
を
止
揚
し
、
獨
自
の
思
想
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
て
お
り
、
蕃
山
を
武
門
出

身
の
儒
學
者
及
び
政
治
體
驗
者
と
位
置
づ
け
て
、
彼
の
政
治
的
才
能
を
強
調
し

て
い
る
三
。
友
枝
龍
太
郎
は
尾
藤
正
英
の
見
解
を
支
持
し
、
蕃
山
を
朱
子
學
と

陽
明
學
の
中
間
的
立
場
の
人
物
と
評
價
し
て
い
る
四
。

蕃
山
の
儒
學
思
想
と
學
問
を
究
明
す
る
た
め
に
、
彼
の
⽝
大
學
⽞
に
關
す
る

解
釋
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
蕃

山
の
⽝
大
學
⽞
思
想
に
關
す
る
研
究
が
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
空
白
を
埋

め
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、⽝
蕃
山
全
集
⽞（
全
六
册
、
正
宗
敦
夫
編
、
蕃
山
全

集
刊
行
會
、
一
九
四
一
年
）
に
收
録
さ
れ
て
い
る
⽝
大
學
和
解
⽞
と
⽝
大
學
小

解
⽞
を
中
心
資
料
と
し
て
取
り
あ
げ
て
、⽝
大
學
⽞
八
條
目
の
誠
意
と
致
知
に
つ

い
て
蕃
山
と
藤
樹
の
解
釋
を
對
比
し
な
が
ら
、
蕃
山
の
思
想
の
特
徴
と
學
問
の

形
成
を
考
察
し
て
み
た
い
。
な
お
、
藤
樹
の
解
釋
に
關
す
る
資
料
の
引
用
は
全

て
、⽝
藤
樹
先
生
全
集
⽞（
全
五
册
、
加
藤
誠
一
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
）

に
よ
る
。

蕃
山
の
⽝
大
學
⽞
に
關
す
る
主
な
著
作
⽝
大
學
和
解
⽞
と
⽝
大
學
小
解
⽞
は
、

そ
れ
ぞ
れ
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
と
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
、
即
ち
古
河
に

禁
錮
さ
れ
た
年
）
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
五
。⽝
大
學
和
解
⽞
は
、⽝
大
學
⽞
全

文
で
は
な
く
、
經
文
⽛
子
曰
…
…
此
謂
知
本
⽜
と
い
う
一
節
ま
で
解
釋
を
加
え

て
い
る
。

ま
ず
、
蕃
山
の
藤
樹
學
へ
の
評
價
に
つ
い
て
檢
討
し
、
次
に
⽝
大
學
和
解
⽞

及
び
⽝
大
學
小
解
⽞
を
中
心
と
し
て
、
藤
樹
の
陽
明
學
に
轉
じ
た
後
の
著
作
と

比
較
し
な
が
ら
分
析
し
て
み
た
い
。
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一
、
藤
樹
學
へ
の
評
價

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）、
蕃
山
は
三
十
四
歳
の
藤
樹
を
二
回
訪
ね
て
、
入

門
を
許
さ
れ
た
六
。
寛
永
二
十
年
四
月
、
父
の
江
戸
出
仕
の
た
め
、
蕃
山
は
母

と
兄
弟
の
面
倒
を
見
る
た
め
に
桐
原
に
歸
っ
た
。
藤
樹
の
膝
下
で
教
え
を
受
け

た
時
間
は
長
く
な
か
っ
た
が
、
藤
樹
は
蕃
山
の
學
問
形
成
に
大
き
な
影
響
を
與

え
た
。
蕃
山
は
、⽛
家
き
は
め
て
貧
に
て
、
獨
學
す
る
事
五
年
な
り
き
。（
中
略
）

其
比
中
江
氏
、
王
子
の
書
を
見
て
、
良
知
の
旨
を
よ
ろ
こ
び
、
予
に
も
亦
さ
と

さ
れ
き
。
こ
れ
に
よ
り
て
大
に
心
法
の
力
を
得
た
り
。
朝
夕
一
所
に
を
る
傍
輩

に
も
、
學
問
し
た
る
こ
と
を
し
ら
れ
ず
、
書
を
見
ず
し
て
心
法
を
ね
る
こ
と
三

年
な
り
⽜（⽝
集
義
外
書
⽞
卷
六
⽛
脱
論
三
⽜）
と
述
懷
し
、
家
が
貧
乏
だ
っ
た
が
、

恩
師
の
教
え
を
忘
れ
ず
に
獨
學
し
、
心
法
を
錬
り
續
け
て
い
た
と
い
う
。
心
法

と
は
、
本
來
、
佛
教
用
語
で
、
心
を
鍛
錬
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
對
應
で
き

る
能
力
を
備
え
る
た
め
の
精
神
力
の
訓
練
で
あ
る
。
蕃
山
の
學
問
で
は
、
心
法

は
修
養
の
方
法
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
天
道
自
然
、
道
徳
倫
理
な
ど
の
思
想
に

關
は
る
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
治
國
を
も
貫
く
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。

心
法
の
思
想
の
根
源
は
、
藤
樹
に
傳
授
さ
れ
た
良
知
の
旨
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

藤
樹
は
三
十
七
歳
の
時
、
つ
ま
り
蕃
山
が
歸
郷
し
た
翌
年
、⽝
陽
明
全
書
⽞
を

讀
ん
で
悟
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、四
十
一
歳
の
若
さ
で
世
を
去
っ
た
。
蕃
山
は
、

⽛
中
江
氏
は
生
付
て
氣
質
に
君
子
の
風
あ
り
、
德
業
を
備
へ
た
る
所
あ
る
人
な

り
き
。
學
は
未
熟
に
て
、
異
學
の
つ
い
ゑ
も
あ
り
き
。
五
年
命
の
び
た
ら
ま
し

か
ば
、
學
も
至
所
に
至
べ
き
所
あ
り
し
な
り
⽜（⽝
集
義
外
書
⽞
卷
六
⽛
脱
論
三
⽜）

と
感
慨
し
、
藤
樹
が
君
子
の
風
格
を
持
ち
、
道
德
と
學
識
を
兼
備
し
て
い
る
と

稱
贊
す
る
一
方
、
學
問
が
熟
達
せ
ず
、
無
駄
に
異
端
邪
説
を
學
ん
だ
と
指
摘
し

て
い
る
。
蕃
山
と
同
じ
く
藤
樹
の
門
下
で
學
ん
だ
西
川
季
格
（
生
沒
年
不
詳
）

は
、蕃
山
が
自
分
と
先
師
と
を
同
じ
よ
う
な
地
位
で
論
じ
る
こ
と
を
非
難
し
て
、

そ
の
發
言
を
⽛
皆
高
慢
至
極
の
言
詞
⽜
と
酷
評
し
、
蕃
山
を
⽛
狼
疾
の
人
⽜（⽝
集

義
和
書
顯
非
⽞
卷
下
）
と
攻
撃
し
て
い
る
。

先
師
藤
樹
の
學
問
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
⽝
集
義
和
書
⽞
で
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

心
友
問
、
先
生
は
先
師
中
江
氏
の
言
を
用
ひ
ず
し
て
、
自
の
是
を
立
給
へ

る
は
高
慢
也
と
申
者
あ
り
。

云
、
予
が
先
師
に
受
て
た
が
は
ざ
る
も
の
は
實
義
也
。
學
術
言
行
の
未
熟

な
る
と
、
時
所
位
に
應
ず
る
と
は
、
日
を
か
さ
ね
て
熟
し
、
時
に
當
て
變

通
す
べ
し
。
予
が
後
の
人
も
又
予
が
學
の
未
熟
を
補
ひ
、
予
が
言
行
の
後

の
時
に
不
叶
を
ば
あ
ら
た
む
べ
し
。
大
道
の
實
義
に
を
い
て
は
先
師
と
予

と
一
毛
も
た
が
ふ
事
あ
た
は
ず
。
予
が
後
の
人
も
亦
同
じ
。
其
變
に
通
じ

て
民
人
う
む
こ
と
な
き
の
知
も
ひ
と
し
。
言
行
跡
の
不
同
を
見
て
異
同
を

爭
ふ
は
道
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
（⽝
集
義
和
書
⽞
卷
十
三
⽛
義
論
之
六
⽜)

蕃
山
は
、
自
分
が
藤
樹
の
も
と
で
修
道
し
、
先
師
の
教
え
に
悖
る
こ
と
が
な

い
と
考
え
て
い
る
。⽛
未
熟
⽜
は
、
時
間
・
場
所
・
地
位
の
變
化
に
よ
っ
て
學
術

や
言
動
な
ど
を
變
通
さ
せ
、
日
々
高
め
て
い
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
先
師
の
學

問
は
向
上
さ
せ
つ
づ
け
る
必
要
が
あ
り
、
彼
自
身
の
學
問
も
後
世
の
人
に
時
に

よ
っ
て
絶
え
ず
補
正
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
大
道
の
意
義
は
人
々
が
み
な

同
じ
な
の
で
、
表
面
に
現
れ
た
言
動
の
差
異
を
爭
う
の
は
、
道
理
を
知
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
先
師
へ
の
感
謝
と
追
懷
の
情
を
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示
し
て
い
る
。

未
熟
の
言
を
用
て
先
師
を
贔
負
す
る
も
の
を
悅
ぶ
の
凡
心
有
べ
か
ら
ず
。

先
師
存
生
の
時
變
ぜ
ざ
る
も
の
は
志
ば
か
り
に
て
、
學
術
は
日
々
月
々
に

進
て
一
所
に
固
滯
せ
ざ
り
き
。
其
至
善
を
期
す
る
の
志
を
繼
て
、
日
々
に

新
に
す
る
の
德
業
を
受
た
る
人
あ
ら
ば
、
眞
の
門
人
成
べ
し
。
古
よ
り
民

三
に
生
ず
。
父
母
生
じ
君
養
ひ
師
教
ゆ
と
い
へ
り
。
恩
ひ
と
し
き
故
に
共

に
三
年
の
喪
を
つ
と
め
き
。
予
が
先
師
に
を
け
る
も
、其
恩
君
父
に
同
じ
。

子
よ
く
父
の
家
を
起
し
臣
よ
く
君
の
德
を
ひ
ろ
め
、
門
人
よ
く
師
の
學
を

新
に
せ
ば
、
と
も
に
恩
を
報
ず
る
也
。

（⽝
集
義
和
書
⽞
卷
十
三
⽛
義
論
之
六
⽜)

蕃
山
は
、
淺
薄
な
言
葉
で
先
師
を
贔
屓
し
、
私
心
を
抱
い
た
弟
子
を
批
判
し

て
い
る
。
そ
れ
に
、
藤
樹
の
一
貫
し
た
志
を
繼
承
し
、
學
問
と
德
業
を
進
め
て

い
く
人
は
眞
の
弟
子
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
師
恩
が
君
父
の
恩
と
同
じ

で
、
藤
樹
の
學
問
の
向
上
に
心
を
盡
く
し
て
恩
返
し
を
す
る
と
語
っ
て
い
る
。

⽛
未
熟
⽜
は
蕃
山
の
藤
樹
批
判
の
言
辭
で
、
藤
樹
か
ら
離
脱
し
た
明
確
な
宣
言
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
七
、
實
は
藤
樹
學
を
繼
承
し
、
自
分
の
學
問
を
内
省
し
進

め
て
い
く
と
い
う
立
場
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
蕃
山
は
こ
の
よ
う
な
志
を

持
っ
て
、
藤
樹
の
思
想
を
岡
山
藩
な
い
し
全
國
に
廣
め
て
い
っ
た
。

二
、
藤
樹
⽝
大
學
⽞
思
想
の
繼
承

前
述
の
よ
う
に
、
蕃
山
は
藤
樹
の
門
に
入
る
前
に
、
朱
熹
の
⽝
四
書
章
句
集

注
⽞
か
ら
儒
學
へ
關
心
を
持
ち
始
め
た
。
藤
樹
も
朱
子
學
の
信
奉
者
か
ら
陽
明

學
に
轉
向
し
た
。
藤
樹
の
思
想
で
は
、⽝
大
學
⽞は
重
要
な
役
割
を
擔
っ
て
い
る
。

⽝
藤
樹
先
生
年
譜
⽞（
岡
田
氏
本
、⽝
藤
樹
先
生
全
集
⽞
第
五
册
所
收
）
に
よ
れ
ば
、

藤
樹
は
十
七
歳
の
時
、⽝
四
書
大
全
⽞
の
⽝
大
學
⽞
の
部
分
を
百
回
も
讀
ん
で
、

⽝
大
學
⽞
の
教
え
を
通
し
て
⽝
論
語
⽞
と
⽝
孟
子
⽞
を
學
ん
だ
。
二
十
歳
か
ら
專

ら
朱
子
學
を
信
仰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
十
三
歳
の
時
、⽝
王
龍
溪
語
録
⽞
を

得
た
が
、
そ
の
中
に
佛
語
が
混
じ
っ
て
い
て
、
禪
學
に
近
い
と
考
え
た
。
陽
明

學
に
定
着
し
た
の
は
、
三
十
七
歳
の
時
、⽝
陽
明
全
書
⽞
を
讀
ん
で
、
太
虚
一
貫

の
道
を
悟
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

次
に
、
蕃
山
の
⽝
大
學
⽞
解
釋
に
お
け
る
藤
樹
思
想
の
繼
承
に
つ
い
て
分
析

し
て
み
る
。
ま
ず
、⽝
大
學
⽞
古
本
と
朱
熹
の
改
訂
本
に
關
し
て
は
、
藤
樹
の
見

解
を
見
て
お
こ
う
。

⽝
大
學
⽞
は
⽝
禮
記
⽞
の
一
章
を
獨
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
朱
熹
は
、
そ
の

中
に
錯
簡
や
誤
脱
が
あ
る
た
め
、經
文
と
傳
文
を
分
け
て
改
訂
し
、⽛
大
學
章
句
⽜

を
著
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
王
陽
明
（
一
四
七
二
～
一
五
二
九
）
は
、
古

本
⽝
大
學
⽞
を
定
本
と
し
て
、
全
て
經
文
で
あ
る
と
主
張
し
、
朱
熹
の
見
解
に

反
對
し
て
い
る
。
藤
樹
は
、
陽
明
と
同
樣
に
古
本
⽝
大
學
⽞
を
定
本
と
し
て
い

る
が
、
經
文
と
傳
文
が
あ
る
と
い
う
朱
熹
の
説
も
支
持
し
て
い
る
。⽝
大
學
考
⽞

で
藤
樹
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
本
ヲ
主
ト
シ
テ
文
理
意
路
通
ゼ
ズ
ド
モ
、
改
易
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
疑
ヲ
闕

テ
可
也
。
況
ヤ
文
理
ヨ
ク
通
ジ
、
意
路
分
明
ナ
ル
ヲ
ヤ
。
是
以
今
陽
明
ニ

從
ヒ
、
古
本
ヲ
以
定
本
ト
ス
。
陽
明
ハ
此
經
一
Ἣ
ノ
文
字
ニ
シ
テ
、
經
傳

ノ
差
別
ナ
シ
ト
ス
。
朱
子
ハ
經
傳
ノ
差
別
ア
リ
ト
ス
。
今
竊
ニ
考
フ
ル
ニ

經
一
章
ノ
後
五
ノ
所
謂
ヲ
以
端
ヲ
更
メ
、
經
ノ
要
語
ヲ
掲
テ
詳
ニ
其
意
ヲ
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論
ジ
、
其
末
ニ
又
經
語
ヲ
舉
テ
結
語
ト
ス
。
且
十
三
經
ノ
内
、
別
ニ
如
此

ノ
文
法
ナ
シ
。
五
ノ
所
謂
ノ
論
決
定
傳
文
ナ
ル
コ
ト
分
明
也
。
故
ニ
今
朱

子
ニ
從
テ
經
傳
ノ
差
別
ヲ
立
テ
此
經
ノ
定
本
ト
ス
。

（⽝
大
學
考
⽞)

藤
樹
に
よ
れ
ば
、
古
本
⽝
大
學
⽞
は
む
や
み
に
改
め
て
は
い
け
な
い
。
文
脈

が
明
瞭
で
あ
り
、意
味
も
通
じ
る
所
は
な
お
さ
ら
改
め
て
は
い
け
な
い
。
一
方
、

そ
の
内
容
を
詳
細
に
讀
ん
で
、
十
三
經
の
文
法
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
經
文
と
傳

文
を
分
け
る
必
要
が
あ
る
。⽝
大
學
⽞
の
第
一
章
は
經
文
で
、
そ
の
後
の
五
つ
の

⽛
所
謂
⽜
か
ら
始
ま
っ
た
内
容
は
經
文
に
對
す
る
解
釋
の
傳
文
で
、
最
後
に
經
文

を
舉
げ
て
結
語
と
す
る
と
い
う
。
藤
樹
が
朱
熹
と
王
陽
明
の
説
を
折
衷
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
蕃
山
の
解
釋
で
も
見
ら
れ

る
。蕃

山
の
⽝
大
學
小
解
⽞
は
、
古
本
⽝
大
學
⽞
に
基
づ
い
て
、
原
文
を
章
區
切

り
で
謄
冩
し
、解
釋
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。⽝
大
學
和
解
⽞で
は
、蕃
山
は⽝
大

學
⽞
の
原
文
⽛
所
謂
誠
其
意
…
…
愼
其
獨
也
⽜
を
書
き
冩
し
て
、⽛
所
謂
の
二
字

を
以
、傳
の
義
を
あ
ら
わ
せ
り
⽜（⽝
大
學
和
解
⽞）と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

彼
は
、
古
本
に
經
傳
の
差
別
が
あ
る
と
い
う
藤
樹
の
見
解
を
受
け
繼
い
で
、⽛
所

謂
⽜
が
傳
文
を
提
示
す
る
言
葉
と
し
て
い
る
。

朱
熹
は
、⽝
大
學
⽞
の
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
修
身
、
齊
家
、
治
國
、

平
天
下
と
い
う
八
つ
の
項
目
を
⽛
八
條
目
⽜
と
規
定
し
て
い
る
。
誠
意
と
致
知

に
關
し
て
、
ど
の
よ
う
に
解
釋
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
各
學
派
の
論
爭
の
的

と
な
っ
て
い
て
、
朱
子
學
と
陽
明
學
の
對
立
す
る
焦
點
の
一
つ
で
あ
る
。
朱
子

學
で
は
、
誠
意
は
修
養
論
で
、
人
間
の
道
德
修
養
を
高
め
る
手
段
で
あ
る
。
致

知
は
心
が
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
（
作
用
）
の
中
に
存
在
す
る
理
（
本
體
）
を
認
識

す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
陽
明
學
で
は
誠
意
と
致
知
と
も
に
心
の

修
養
法
と
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
誠
意
と
致
知
に
關
す
る
解
釋
を
檢
討
し
、
蕃

山
の
藤
樹
思
想
の
繼
承
の
實
態
を
究
明
す
る
。

（
一
）
誠
意
に
つ
い
て

誠
意
に
つ
い
て
は
、
程
頤
は
學
者
の
進
修
の
術
に
⽛
正
心
誠
意
よ
り
先
な
る

は
莫
し
（
莫
先
於
正
心
誠
意
）⽜（⽝
河
南
程
氏
遺
書
⽞
卷
十
八
）
と
述
べ
て
い
る
。

朱
熹
は
⽛
誠
は
、
實
な
り
。
意
は
、
心
の
發
す
る
所
な
り
。
其
の
心
の
發
す
る

所
を
實
に
し
、
其
の
善
に
一
に
し
て
自
ら
欺
く
こ
と
無
き
を
欲
す
る
な
り
（
誠
、

實
也
。
意
者
、
心
之
所
發
也
。
實
其
心
之
所
發
、
欲
其
一
於
善
而
無
自
欺
也
）⽜

（⽝
四
書
章
句
集
注
⽞）
と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
心
か
ら
發
し
た
⽛
意
⽜
を

皆
善
に
し
て
惡
に
さ
せ
な
い
。

王
陽
明
は
誠
意
を
修
養
工
夫
の
最
も
主
要
な
段
階
と
し
て
、⽛⽝
大
學
⽞
の
工

夫
、
只
だ
是
れ
誠
意
な
り
（⽝
大
學
⽞
工
夫
只
是
誠
意
）⽜（⽝
傳
習
録
⽞
上
）
と

説
き
、⽛
誠
意
の
説
の
如
き
、
自
ら
是
れ
聖
門
、
人
に
功
を
用
ひ
る
を
教
ふ
る
第

一
義
な
り（
若
誠
意
之
説
、自
是
聖
門
教
人
用
功
第
一
義
）⽜（⽝
傳
習
録
⽞中⽛
答

顧
東
橋
書
⽜）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、⽛
心
の
發
す
る
所
は
便
ち
是
れ
意
な
り
。

意
の
本
體
は
便
ち
是
れ
知
な
り
。
意
の
在
る
所
は
便
ち
是
れ
物
な
り
（
心
之
所

發
便
是
意
、
意
之
本
體
便
是
知
、
意
之
所
在
便
是
物
）⽜（⽝
傳
習
録
⽞
上
）
と
述

べ
、
意
は
、
心
か
ら
發
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
善
も
惡
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
誠
意
が
人
を
⽛
著
實
に
意
を
用
ひ
て
善
を
好
み
惡
を
惡
ま
し
む
（
著
實
用

意
去
好
善
惡
惡
）⽜（
同
上
）
と
解
釋
す
る
王
陽
明
は
、
善
を
し
て
惡
を
憎
む
と

い
う
人
間
本
來
の
天
性
を
實
現
す
る
時
に
、
意
識
の
働
き
を
強
調
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
王
陽
明
は
、⽛
意
と
良
知
と
は
分
別
し
て
明
白
に
す
べ
し
。
凡
そ
物

に
應
じ
て
念
を
起
こ
す
處
、
皆
之
を
意
と
謂
ふ
。
意
あ
れ
ば
、
則
ち
是
有
り
非

有
り
。
能
く
意
の
是
と
非
と
を
知
得
す
る
者
は
、
則
ち
之
を
良
知
と
謂
ふ
。
良

知
を
依
得
す
れ
ば
、
即
ち
不
是
有
る
無
し
（
意
與
良
知
當
分
別
明
白
。
凡
應
物

起
念
處
、
皆
謂
之
意
。
意
則
有
是
有
非
、
能
知
得
意
之
是
與
非
者
、
則
謂
之
良

知
。
依
得
良
知
、
即
無
有
不
是
矣
）⽜（⽛
答
魏
師
説
⽜）
と
述
べ
、
是
非
を
判
別

で
き
る
良
知
を
體
得
し
て
い
れ
ば
、
是
も
非
も
あ
る
意
は
、
必
ず
是
だ
け
に
な

る
と
力
説
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
意
は
、
物
事
に
接
す
る
時
に
心
か
ら
發
す
る

是
と
非
の
あ
る
思
念
で
あ
る
一
方
、
良
知
は
、
意
の
善
と
惡
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
判
斷
力
で
あ
る
。

朱
熹
と
王
陽
明
の
解
釋
に
は
違
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
か
ら
發
起

す
る
意
は
善
も
有
り
惡
も
有
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
藤
樹
は
誠
意

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

誠
は
、
純
一
無
雜
、
眞
實
無
妄
の
謂
ひ
な
り
。
意
は
、
心
の
倚
る
所
、
好

惡
の
執
滯
、
是
非
の
素
定
な
り
。
一
切
の
將
迎
（⽝
莊
子
⽞
外
Ἣ
・
知
北

游
)八
、
及
び
一
毫
の
適
莫
（⽝
論
語
⽞
里
仁
Ἣ
）、
皆
是
れ
な
り
。
其
の
意

念
の
倚
る
所
、
雜
な
る
所
を
省
察
克
治
し
、
本
來
の
純
一
無
雜
の
眞
心
を

復
す
る
は
、
此
れ
誠
意
と
謂
ふ
。（
誠
（
者
）、
純
一
無
雜
、
眞
實
無
妄
之

謂
也
。
意
者
、
心
之
所
倚
、
好
惡
之
執
滯
、
是
非
之
素
定
。
一
切
將
迎
、

及
一
毫
適
莫
、
皆
是
也
。
省
察
克
治
其
意
念
之
所
倚
所
雜
、
復
本
來
純
一

無
雜
之
眞
心
、
此
謂
誠
意
。）

（⽝
古
本
大
學
全
解
⽞)

藤
樹
に
よ
れ
ば
、
意
は
心
の
寄
り
か
か
る
所
で
あ
り
、
好
き
嫌
い
に
と
ら
わ

れ
た
り
、
是
非
善
惡
を
先
入
觀
で
定
ま
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
藤
樹
は
、⽛
心

の
本
體
、
鑑
空
衡
平
の
如
き
な
り
、
所
謂
明
德
是
れ
な
り
（
心
之
本
體
、
如
鑑

空
衡
平
、
所
謂
明
德
是
也
）⽜（⽝
古
本
大
學
全
解
⽞）
と
説
き
、
心
の
本
體
は
何

で
も
映
し
出
す
鏡
で
あ
り
、
平
衡
を
保
つ
天
ṝ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
す

な
わ
ち
明
德
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
意
の
發
起
に
よ
っ
て
、
心
の
本
來
の
状
態
が

壞
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
雜
駁
で
僞
り
の
意
念
を
無
く
し
て
、
純

粹
な
眞
心
を
回
復
す
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
誠
意
な
の
で
あ

る
。⽝

論
語
⽞
子
罕
Ἣ
に
は
、⽛
子
絶
四
。
毋
意
、
毋
必
、
毋
固
、
毋
我
⽜
と
あ
る
。

藤
樹
は
、
次
の
よ
う
に
誠
意
の
⽛
意
⽜
は
孔
子
の
絶
ち
切
っ
た
⽛
意
⽜
と
同
義

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

誠
意
の
意
、
子
の
絶
四
の
意
と
同
じ
。
聖
人
の
聖
た
る
所
爲
は
、
他
無
し
。

意
毋
く
て
明
德
明
ら
か
な
る
の
み
。
學
者
の
學
ぶ
所
も
、
亦
た
他
無
し
。

意
を
絶
ち
て
明
德
の
本
然
に
復
す
る
の
み
な
り
。
然
れ
ど
も
初
學
の
人
遽

に
絶
た
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
弊
無
き
こ
と
能
は
ず
。
故
に
意
を
絶
つ
と

曰
は
ず
し
て
、
意
を
誠
に
す
と
曰
ふ
。
立
言
甚
だ
精
妙
な
る
か
な
。（
誠

意
之
意
、
與
子
絶
四
意
同
。
聖
人
所
爲
聖
無
他
、
毋
意
而
明
德
明
而
已
。

學
者
所
學
亦
無
他
、
絶
意
而
復
明
德
本
然
而
已
。
然
出
初
學
人
遽
欲
絶
、

則
不
能
無
弊
。
故
不
曰
絶
意
、
曰
誠
意
。
立
言
甚
精
妙
哉
。）

（⽝
古
本
大
學
全
解
⽞)

藤
樹
が
言
っ
た
⽛
意
⽜
と
は
、
孔
子
が
絶
ち
切
っ
た
⽛
私
意
⽜
で
あ
る
。
誠

意
は
、
も
と
も
と
意
が
な
い
と
い
う
意
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
は
、⽛
意
者
、

萬
欲
百
惡
ノ
淵
源
ナ
リ
⽜（⽝
大
學
考
⽞）
と
述
べ
、
意
を
全
て
の
欲
望
や
邪
惡
の

根
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
誠
意
は
⽝
大
學
⽞
の
工
夫
を
す
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る
重
要
な
條
目
と
し
て
、⽛⽝
大
學
⽞
ニ
ハ
用
力
工
程
上
ニ
言
ヲ
立
ル
故
ニ
誠
意

ト
イ
ヘ
リ
⽜（
同
上
）
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
古
本
⽝
大
學
⽞
で
は
、
格
物
致
知
の
傳
文
が
缺
け
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
質
問
に
對
し
て
、
藤
樹
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

陽
明
既
ニ
此
意
ヲ
發
明
ス
。
蓋
八
目
ノ
工
程
、
誠
意
ヲ
主
ト
ス
。
而
意
ヲ

誠
ニ
ス
ル
工
程
、
即
格
物
致
知
也
。
格
致
ノ
後
又
別
ニ
誠
意
ノ
工
夫
ア
ル

ニ
非
ズ
。（
中
略
）
誠
意
ノ
傳
ノ
ミ
單
ニ
一
件
ヲ
掲
出
シ
、
正
心
以
下
ノ
傳

ハ
兩
件
兼
舉
ル
ヲ
見
テ
、
傳
者
ノ
意
可
知
矣
。
コ
ノ
傳
ノ
中
、
愼
獨
ヲ
以
、

工
夫
ノ
眼
目
ト
ス
。
獨
ハ
即
良
知
ノ
別
名
、
愼
ハ
即
格
致
ノ
義
ナ
レ
バ
、

格
致
ノ
傳
Ṝ
裏
ニ
分
明
ナ
リ
。
何
ゾ
剩
語
ヲ
用
ン
ヤ
。

（⽝
大
學
考
⽞)

藤
樹
に
よ
る
と
、⽝
大
學
⽞
八
條
目
で
は
、
格
物
と
致
知
が
誠
意
の
工
夫
で
あ

る
。
誠
意
の
工
夫
の
着
眼
點
は
愼
獨
で
あ
り
、
愼
の
字
は
す
な
わ
ち
格
物
致
知

の
意
味
で
あ
る
。
そ
し
て
、
誠
意
の
傳
文
で
は
、
格
物
と
致
知
の
二
條
目
の
解

説
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
贅
言
す
る
必
要
が
な
い
と
論
じ
て
い
る
。

蕃
山
も
誠
意
を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
彼
は
、⽛
誠
意
は
、
聖
學
の
淵
源
、
心

法
の
起
る
處
な
り
⽜（⽝
大
學
小
解
⽞）、⽛
問
、⽝
大
學
⽞
工
夫
の
實
地
は
い
づ
れ

の
所
ぞ
。
曰
、
誠
意
な
り
⽜（⽝
集
義
和
書
⽞
卷
九
⽛
義
論
之
二
⽜）
と
述
べ
て
お

り
、
誠
意
を
⽝
大
學
⽞
工
夫
の
實
效
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
藤

樹
と
同
樣
に
、⽛
條
目
は
あ
れ
ど
も
、
格
物
致
知
は
誠
意
の
工
夫
受
用
な
れ
ば
、

別
に
傳
な
し
。
誠
意
の
内
に
備
れ
り
⽜（⽝
大
學
和
解
⽞）
と
言
い
、
格
物
致
知
は

誠
意
の
工
夫
で
あ
る
た
め
、
傳
文
が
な
い
と
解
説
し
て
い
る
。
蕃
山
は
意
に
つ

い
て
藤
樹
の
解
釋
を
敷
衍
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

意
は
不
常
往
來
の
念
な
り
。
無
事
の
時
は
間
（
閑
）
思
と
な
り
、
有
事
の

時
は
雜
慮
と
な
る
。
赤
子
の
心
に
こ
れ
な
し
、
聖
人
の
こ
ゝ
ろ
に
こ
れ
な

し
。
凡
心
に
は
此
意
念
の
み
に
し
て
、
至
誠
無
息
の
性
は
な
き
が
ご
と
く

な
り
。

（⽝
大
學
和
解
⽞)

意
は
、
心
の
中
に
閑
思
や
雜
慮
な
ど
の
常
に
變
化
し
て
い
る
思
考
で
あ
る
。

凡
庸
な
人
の
心
に
は
、
意
だ
け
が
存
在
し
、
至
誠
の
性
が
存
在
し
な
い
よ
う
で

あ
る
と
い
う
。
意
に
關
し
て
は
、
蕃
山
は
藤
樹
と
同
樣
に
、
性
（
善
）
と
正
反

對
の
意
味
に
と
ら
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
、⽛
意
は
明
惑
の
機
な
り
。
教
學

の
よ
っ
て
お
こ
る
處
な
り
⽜（
同
上
）
と
説
い
て
お
り
、
意
は
明
察
と
疑
惑
が
分

れ
る
契
機
で
あ
り
、
教
學
が
起
こ
る
き
っ
か
け
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

蕃
山
は
、⽛
聖
人
の
心
は
空
〻
如
た
り
。
意
の
動
な
し
。
寂
然
不
動
に
し
て

感
じ
て
通
ず
る
の
み
。
大
賢
の
心
も
近
し
。
聖
人
の
心
、
天
と
同
躰
な
る
事
を

う
ら
や
み
て
、
俄
に
意
を
な
く
せ
ん
と
欲
す
る
時
は
病
を
生
ず
。
誠
に
す
る
の

工
夫
を
以
て
、自
然
に
意
な
き
に
至
る
べ
し
⽜（⽝
大
學
小
解
⽞）と
述
べ
て
お
り
、

聖
人
の
心
そ
の
も
の
は
天
理
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
意
の
動
き
が
な
く
、
誠
意

の
工
夫
を
す
る
必
要
も
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
凡
人
は
、
突
如

と
し
て
意
を
な
く
そ
う
と
し
た
ら
病
氣
に
な
る
の
で
、
誠
の
工
夫
に
よ
っ
て
、

自
然
に
意
が
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
蕃
山
は
意
を
、⽛
聖
凡
の
別
る
ゝ
處
に

し
て
、
明
暗
の
さ
か
ひ
な
り
⽜（⽝
大
學
和
解
⽞）
と
見
な
し
た
上
に
、
人
の
疾
病

や
國
の
動
亂
な
ど
に
も
關
わ
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。⽝
大
學
和
解
⽞
で
は
、

蕃
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

聖
人
は
す
で
に
意
な
し
。
意
な
き
時
は
惑
な
し
。
惑
な
け
れ
ば
教
な
し
。

教
な
け
れ
ば
聖
賢
の
名
な
し
。
是
を
大
古
神
聖
の
至
治
の
代
と
い
ふ
。
心

上
に
始
な
か
り
し
意
と
い
ふ
も
の
生
じ
て
よ
り
人
に
惑
あ
り
。
惑
あ
つ
て
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後
人
に
病
疾
あ
り
、
世
に
治
亂
あ
り
。
教
な
く
政
な
き
事
あ
た
は
ず
。

〔
し
〕
か
る
が
ゆ
へ
に
大
學
の
始
教
誠
意
を
本
と
す
。

（
同
上
)

蕃
山
に
よ
れ
ば
、
大
古
神
聖
の
至
治
の
代
で
は
、
意
念
・
困
惑
・
教
育
・
聖

賢
の
な
い
治
世
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
實
社
會
で
疾
病
や
動
亂
な
ど
が
發
生
す

る
の
は
、
人
間
の
心
か
ら
發
起
し
た
意
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、⽝
大

學
⽞
の
教
え
は
誠
意
を
根
本
と
し
て
い
る
と
い
う
。
蕃
山
は
病
氣
や
社
會
現
象

の
發
生
の
原
因
を
主
觀
的
意
識
に
歸
し
て
、
客
觀
的
要
素
を
忽
略
し
た
が
、
現

實
社
會
に
對
し
て
關
心
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⽝
大
學
⽞
の
⽛
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之

謂
自
謙
。
故
君
子
必
愼
其
獨
也
⽜
と
い
う
原
文
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
意
を
王
陽

明
の
良
知
説
と
關
連
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

不
學
し
て
知
、
不
習
し
て
よ
く
す
る
の
良
知
良
能
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な

し
。
不
義
を
惡
み
、
惡
を
恥
る
の
靈
明
、
我
に
有
を
云
也
。
是
聖
學
の
主

本
也
。
故
に
良
知
の
知
處
の
善
を
な
し
、良
知
の
に
く
む
處
の
惡
を
去
ば
、

誰
か
好
人
た
ら
ざ
ら
ん
。
只
み
づ
か
ら
欺
て
せ
ざ
る
の
み
。
自
欺
に
依
て

意
馬
奔
走
す
。
不
欺
と
き
は
を
の
づ
か
ら
意
な
し
。
心
の
發
す
る
所
、
性

命
の
正
に
隨
て
自
欺
の
意
念
な
け
れ
ば
、
心
躰
虚
明
に
し
て
、
惡
を
に
く

む
事
は
惡
臭
を
に
く
む
ご
と
く
、
善
を
好
む
事
は
好
色
を
こ
の
む
ご
と
く

に
し
て
不
能
已
也
。

（⽝
大
學
小
解
⽞)

良
知
良
能
は
人
間
が
先
天
的
に
持
っ
て
い
る
是
非
善
惡
を
判
斷
す
る
道
德
的

能
力
で
あ
る
。
蕃
山
は
王
陽
明
の
説
を
受
け
繼
い
で
、
良
知
を
聖
學
の
根
本
と

し
て
い
る
。
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
良
知
に
よ
っ
て
、
善
を
爲
し

惡
を
去
る
工
夫
を
す
れ
ば
、
誰
で
も
善
人
に
な
れ
る
。
良
知
の
判
斷
に
從
っ
て

行
動
し
、
自
欺
し
な
れ
ば
、
も
と
も
と
明
澄
な
心
の
本
體
が
そ
の
ま
ま
現
れ
て
、

意
念
が
自
然
に
な
く
な
る
と
い
う
。

（
二
）
致
知
に
つ
い
て

致
知
に
關
し
て
は
、
Ṅ
玄
は
、⽛
知
は
、
善
惡
吉
凶
の
終
始
す
る
所
を
知
る
を

謂
ふ
な
り
（
知
、
謂
知
善
惡
吉
兇
之
所
終
始
也
）⽜（⽝
禮
記
注
疏
⽞
大
學
卷
六
十
）

と
注
釋
し
て
い
る
が
、
致
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
朱
熹
⽛
大
學
章
句
⽜

で
は
、⽛
致
は
、
推
し
極
む
る
な
り
。
知
は
、
猶
ほ
識
の
ご
と
き
な
り
。
吾
の
知

識
を
推
し
極
む
る
は
、
其
の
知
る
所
の
盡
く
さ
ざ
る
こ
と
無
き
を
欲
す
る
な
り

（
致
、
推
極
也
。
知
、
猶
識
也
。
推
極
吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
）⽜
と

解
釋
し
て
い
る
。
王
陽
明
は
朱
熹
の
解
釋
に
反
對
し
、⽛
致
は
、
至
な
り
。（
中

略
）
致
知
と
云
ふ
者
は
、
後
儒
の
所
謂
、
其
の
知
識
を
充
擴
す
る
の
謂
ひ
の
ご

と
き
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
吾
が
心
の
良
知
を
焉
に
致
す
の
み
な
り
（
致
者
、
至

也
。（
中
略
）
致
知
云
者
、
非
若
後
儒
所
謂
充
擴
其
知
識
之
謂
也
、
致
吾
心
之
良

知
焉
耳
）⽜（⽝
大
學
問
⽞）
と
述
べ
て
お
り
、
致
知
は
良
知
を
致
す
と
主
張
し
て

い
る
。

藤
樹
は
朱
熹
と
王
陽
明
の
説
を
折
衷
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蓋
竊
ニ
惟
ミ
ル
ニ
知
ノ
字
ノ
解
、
朱
子
已
ニ
解
シ
德
性
ノ
知
ト
ナ
ス
。
或

問
、
所
謂
知
則
心
之
神
明
、
妙
衆
理
宰
萬
物
者
也
ト
ハ
是
也
。
然
ル
ヲ
後

學
集
注
知
猶
識
ノ
解
ニ
泥
テ
、
知
ヲ
認
テ
識
ト
ナ
シ
テ
、
朱
子
ノ
本
意
ヲ

不
察
、
而
遂
ニ
支
離
ニ
入
ヌ
。（
中
略
）
朱
子
支
離
ノ
誤
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
慮

テ
、
或
問
ニ
於
テ
直
チ
ニ
指
出
シ
テ
本
體
ノ
知
ト
解
シ
メ
サ
レ
タ
リ
。
陽

明
モ
此
弊
ヲ
憂
ヒ
テ
良
知
ヲ
以
、
知
ノ
字
ヲ
解
ス
。
此
解
ニ
ヨ
ツ
テ
致
知
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ノ
義
Ṻ
眞
切
明
白
ナ
リ
。
朱
王
ノ
解
如
此
一
理
ナ
ル
コ
ト
ヲ
不
辨
、
而
諸

儒
紛
紜
ノ
説
ア
リ
。
皆
不
可
采
用
。

（⽝
大
學
考
⽞)

藤
樹
に
よ
れ
ば
、
朱
熹
は
、⽛
大
學
章
句
⽜
で
知
を
知
識
と
解
釋
し
た
が
、
人

が
知
識
だ
け
求
め
、
道
德
的
修
養
を
顧
ず
に
、
支
離
の
弊
害
に
陷
る
こ
と
を
考

慮
し
て
、⽝
大
學
或
問
⽞
で
本
體
の
知
が
心
の
神
明
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
後
學
が
知
識
と
い
う
解
釋
に
こ
だ
わ
っ
て
、
朱
熹
の
眞
意
を
察
知
し

な
か
っ
た
。
王
陽
明
は
、
朱
熹
と
同
樣
に
顧
慮
し
て
、
良
知
を
致
す
と
解
釋
し

て
い
る
と
い
う
。
藤
樹
は
、
陽
明
の
良
知
説
を
支
持
す
る
の
と
同
時
に
、
朱
熹

の
説
も
尊
重
し
て
い
る
。

致
知
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
次
の
よ
う
な
解
釋
を
し
て
い
る
。

致
ハ
至
也
。
知
ハ
、
良
知
ナ
リ
。
孩
提
ノ
愛
ヲ
シ
リ
、
敬
ヲ
シ
リ
、
成
人

ノ
四
端
及
意
念
ナ
キ
時
、
眞
是
ヲ
シ
リ
、
眞
非
ヲ
知
ル
。
皆
良
知
不
昧
ノ

端
的
ナ
リ
。
此
良
知
ヲ
主
ト
シ
テ
意
念
ノ
己
一
作
私
。
ニ
克
ヲ
知
ニ
致
ル

ト
云
。

（⽝
大
學
解
⽞)

藤
樹
は
陽
明
の
致
良
知
説
に
從
い
、成
人
は
幼
兒
の
よ
う
に
愛
と
敬
を
知
り
、

仁
義
禮
智
の
四
端
や
意
が
な
く
な
っ
た
時
に
、
本
當
の
是
非
を
明
辨
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
は
明
澄
な
良
知
そ
の
も
の
で
あ
る
。
致
知
は
、
意
念
の
私
を

克
服
し
、
良
知
を
心
に
主
宰
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
無
善
無
惡
の
本
體

の
心
を
回
復
し
、
良
知
に
よ
っ
て
是
非
善
惡
を
判
斷
し
て
、
私
欲
を
取
り
除
く
。

ま
た
、
程
朱
の
説
と
王
陽
明
の
説
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
次
の
問
答
で
答
え
て
い

る
。

或
曰
、
吾
子
ノ
説
ノ
如
キ
ハ
、
程
朱
ニ
背
テ
、
陽
明
ニ
信
從
ス
ル
ニ
似
タ

リ
。
モ
シ
然
ラ
バ
則
程
朱
ハ
非
ナ
ル
歟
。

曰
、
世
俗
黨
同
伐
異
ノ
私
言
ニ
シ
テ
、
至
當
ノ
公
論
ニ
非
ズ
。
蓋
程
朱
・

陽
明
同
ジ
ク
吾
道
ノ
先
覺
ナ
レ
バ
、
其
緒
論
雖
如
異
、
其
道
ハ
惟
同
ジ
。

故
ニ
後
覺
ノ
先
覺
ヲ
宗
師
ト
ス
ル
ニ
ハ
、中
庸
ノ
至
道
ヲ
尊
信
ス
ル
ヲ
以
、

至
極
眞
實
ノ
信
從
ト
ス
。
是
非
ヲ
不
擇
、
妄
ニ
其
説
話
ノ
ミ
ニ
從
フ
ハ
、

信
從
ニ
似
テ
信
從
ニ
ア
ラ
ズ
。
黨
同
ノ
僻
事
ナ
リ
。
故
ニ
朱
子
ノ
二
程
ヲ

尊
信
メ
サ
ル
ゝ
コ
ト
甚
篤
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、其
説
話
ニ
於
テ
ハ
妄
ニ
不
從
。

此
ニ
於
テ
其
眞
ヲ
可
觀
。（
中
略
）
蓋
程
朱
・
陽
明
皆
先
覺
ナ
リ
。
吾
何
ゾ

偏
ム
キ
ニ
袒
ヌ
グ
所
ア
ラ
ン
ヤ
。

（⽝
大
學
考
⽞)

藤
樹
は
、
自
分
の
説
が
程
子
と
朱
熹
に
背
い
て
、
王
陽
明
に
信
じ
て
從
う
よ

う
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、
程
子
・
朱
熹
・
陽
明
は
皆
聖
賢
の
道
の
先
覺
者
で

あ
っ
て
、
論
述
に
違
い
が
あ
る
が
、
そ
の
道
理
は
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
後
學
は
先
學
を
宗
師
と
し
て
、
中
庸
の
至
道
を
尊
信
し
、
そ
の
學
説
の

一
方
に
偏
ら
ず
し
て
、
眞
諦
を
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
と
言
い
、
學
派
間
の
爭
い

を
し
て
は
い
け
な
い
と
教
戒
し
て
い
る
。

蕃
山
は
、致
知
を
致
良
知
と
直
接
に
解
釋
し
て
い
な
い
。⽝
大
學
⽞の
原
文⽛
欲

誠
其
意
者
、
先
致
其
知
⽜
に
つ
い
て
、
彼
は
、

意
を
誠
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
其
知
の
本
然
の
明
を
み
が
き
出
さ
ん
と

す
。
知
明
ら
か
に
成
て
、
心
に
惑
ひ
な
き
時
は
、
大
〔
太
〕
陽
東
に
出
れ

ば
狐
狸
衆
邪
の
が
れ
て
跡
な
き
が
如
し
。
知
を
明
ら
か
に
せ
ず
し
て
、
意

妄
を
さ
ら
む
と
す
る
は
、
闇
夜
に
狐
狸
を
か
る
が
如
し
。
東
に
滅
し
て
、

西
に
生
ず
る
の
み
。

（⽝
大
學
小
解
⽞)

と
述
べ
て
い
る
。
致
知
は
心
を
本
來
の
清
明
の
状
態
に
回
復
さ
せ
る
修
養
工
夫

で
あ
る
。
致
知
は
誠
意
の
前
提
で
あ
る
た
め
、知
を
明
ら
か
に
し
て
は
じ
め
て
、
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困
惑
が
な
く
な
り
、
意
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
實
現
で
き
る
。
つ
ま
り
、

知
が
暗
く
な
っ
た
ら
、
妄
意
を
根
絶
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
意
を
誠
に

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
。

さ
ら
に
、
原
文
⽛
致
知
在
格
物
⽜
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
解
釋
し

て
い
る
。

格
物
の
功
至
て
精
義
入
神
者
は
知
明
ら
か
な
れ
ば
也
。
學
も
不
學
も
、
士

た
る
者
盜
を
せ
ざ
る
心
は
死
に
至
る
ま
で
變
ぜ
ず
。
是
一
つ
は
生
れ
て
よ

り
こ
の
か
た
、
自
然
に
格
物
し
て
精
義
神
に
入
た
れ
ば
也
。
故
に
夢
に
も

盜
を
し
た
る
事
は
み
ず
。
是
一
つ
は
聖
人
に
無
夢
所
に
至
れ
り
。
こ
こ
に

お
ゐ
て
心
躰
空
々
如
（⽝
論
語
⽞
子
罕
Ἣ
）
の
本
眞
を
さ
と
る
べ
し
。

（⽝
大
學
小
解
⽞)

す
な
わ
ち
、
人
が
格
物
の
工
夫
に
よ
っ
て
義
に
精
通
し
神
の
よ
う
な
境
地
に

い
た
る
の
は
、
先
天
的
に
知
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
武
士
が
竊
盜
を

し
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
竊
盜
す
る
夢
さ
え
見
な
い
の
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

是
非
善
惡
を
辨
え
る
能
力
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
聖
人
は
夢
を
見
る
こ

と
が
な
く
、
心
體
が
空
々
如
で
あ
る
の
は
、
心
に
何
も
な
く
て
、
本
來
の
眞
實

が
そ
の
ま
ま
現
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
陽
明
が
唱
え
た
良
知
と
同

じ
旨
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
蕃
山
の
解
釋
は
心
學
的
な
特
質
を
有
し
て
い
る

と
言
え
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
は
、
蕃
山
は
特
に
武
士
の
道
德
的
修
養
を
強

調
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
蕃
山
の
高
弟
北
小
路
石
見
（
一
六
四
二
～
一
七
一
八
）
が
編
集

し
た
⽝
集
義
義
論
聞
書
⽞（
第
三
册
)九
⽛
甲
子
歳
十
月
二
日
隱
士
上
京
主
杉
山
氏

之
家
⽜
で
は
、
次
の
よ
う
に
蕃
山
と
友
人
と
の
問
答
を
記
載
し
て
い
る
。

問
、
格
物
致
知
ノ
知
ト
良
知
ト
如
何
。
云
、
一
ツ
也
。
問
、
良
知
至
テ
ハ
、

意
ハ
無
之
哉
。
云
、
良
知
ハ
、
意
を
照
し
候
也
。（⽝

集
義
義
論
聞
書
⽞
三
)

蕃
山
は
、
格
物
致
知
の
知
は
良
知
で
あ
り
、
良
知
に
至
る
は
、
良
知
が
意
を

照
ら
し
て
、⽛
大
陽
東
に
出
れ
ば
狐
狸
衆
邪
の
が
れ
て
跡
な
き
が
如
⽜
く
、
意
が

な
く
な
る
状
態
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
致
知
に
つ
い
て
、
蕃
山
は

陽
明
と
藤
樹
の
致
良
知
説
を
繼
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
人
は
蕃
山
の
格
物
致
知
に
つ
い
て
の
解
釋
が
陽
明
と
類
似
で
あ
ろ
う
と

質
問
し
た
。
こ
れ
に
對
し
て
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

愚
は
朱
子
に
も
と
ら
ず
陽
明
に
も
と
ら
ず
。
た
ゞ
古
の
聖
人
に
取
て
用
ひ

侍
る
な
り
。
道
統
の
傳
の
よ
り
來
る
こ
と
朱
王
共
に
同
じ
。
其
言
は
時
に

よ
つ
て
發
す
る
成
べ
し
。
其
眞
に
お
い
て
は
符
節
を
合
せ
た
る
が
ご
と

し
。
又
朱
王
ま
で
も
各
別
に
あ
ら
ず
。
朱
子
は
時
の
弊
を
た
む
べ
き
が
た

め
に
、
理
を
窮
め
惑
を
辨
る
の
上
に
重
し
。
自
反
愼
獨
の
功
な
き
に
あ
ら

ず
。
王
子
も
時
の
弊
に
よ
つ
て
自
反
愼
獨
の
功
に
重
し
。
窮
理
の
學
な
き

に
あ
ら
ず
。

（⽝
集
義
和
書
⽞
卷
八
⽛
義
論
之
一
⽜)

蕃
山
は
、
格
物
致
知
に
つ
い
て
朱
熹
と
王
陽
明
の
解
釋
を
取
ら
な
く
、
古
の

聖
人
の
解
釋
を
取
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
朱
熹
と
王
陽
明
は
と
も
に
聖

賢
の
道
を
繼
承
し
、
窮
理
と
自
反
愼
獨
を
兼
ね
て
説
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

當
時
の
社
會
の
弊
害
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
發
言
の
重
點
も
異
な
っ

た
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、⽝
集
義
和
書
⽞
で
は
、
蕃
山
は
自
分
の
解
釋
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

愚
拙
自
反
愼
獨
の
功
の
、
内
に
向
て
受
用
と
成
事
は
陽
明
の
良
智
〔
知
〕

― 26 ―

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
八
号

― 27 ―



の
發
起
に
取
、
惑
を
辨
る
の
事
は
朱
子
窮
理
の
學
に
よ
り
侍
り
。
朱
王
の

世
、
學
者
の
ま
ど
ひ
異
な
り
。
地
を
易
ば
同
じ
か
る
べ
し
。
窮
理
と
て

事
々
物
々
の
理
と
空
に
い
ひ
て
は
、
人
の
う
た
が
ひ
あ
り
。
た
ゞ
學
者
の

心
の
ま
ど
ひ
あ
る
所
の
事
物
に
よ
り
て
其
理
を
窮
る
な
り
。
さ
れ
ば
是
は

初
學
の
時
の
事
な
り
。
大
意
心
に
知
得
す
れ
ば
、い
ま
だ
不
辨
不
知
の
事
、

千
萬
の
事
物
前
に
來
る
と
い
へ
ど
も
、
ま
ど
ふ
べ
き
こ
と
な
し
。（
同
上
）

こ
の
内
容
は
、⽝
集
義
外
書
⽞
に
も
見
え
る
。
蕃
山
は
自
分
の
學
説
に
は
陽
明

の
良
知
説
と
朱
熹
の
窮
理
を
兼
備
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
蕃
山

が
朱
・
王
兼
修
の
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
十
。
し
か
し
、
蕃
山
の
主
張
に
よ

る
と
、
心
が
道
理
を
よ
く
知
り
得
た
上
で
、
萬
事
萬
物
に
直
面
す
る
時
に
惑
う

こ
と
が
な
い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
彼
が
言
っ
た
窮
理
の
理
は
、
決
し
て
外

物
の
理
で
は
な
く
、
心
の
理
で
あ
る
と
言
え
る
。

西
川
季
格
は
⽝
集
義
和
書
顯
非
⽞
で
次
の
よ
う
に
蕃
山
を
酷
評
し
て
い
る
。

此
答
不
實
ノ
至
リ
ナ
リ
。
彼
中
年
中
江
氏
藤
樹
先
生
ノ
門
人
ト
成
テ
教
ヲ

聞
ク
、
則
良
知
ノ
至
教
ヲ
受
テ
、
少
ク
明
ヲ
開
ク
コ
ト
ア
リ
。
其
ヨ
リ
知

略
開
ケ
テ
、
如
此
ノ
和
書
等
ヲ
モ
説
述
タ
ル
ナ
リ
。
是
皆
師
ノ
恩
ナ
リ
。

藤
樹
先
生
ハ
王
陽
明
ノ
書
ニ
依
テ
、
良
知
ノ
説
ヲ
聞
、
孔
門
一
貫
ノ
道
ヲ

知
得
シ
テ
、
門
人
ニ
教
示
セ
リ
。
若
微
王
陽
明
、
藤
樹
先
生
、
此
學
術
ヲ

聞
コ
ト
ア
タ
ハ
ジ
、
然
ル
ニ
高
恩
ノ
師
且
王
陽
明
ヲ
外
ニ
シ
テ
、⽛
愚
ハ
只

古
ノ
聖
人
ニ
取
テ
用
ヒ
侍
ル
ナ
リ
⽜
ト
云
ハ
、
何
ゾ
ヤ
。
只
我
一
人
虛
譽

ヲ
取
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
苟
ニ
不
實
高
滿
ノ
極
、
此
ニ
シ
ク
モ
ノ
ア
ラ

ン
ヤ
。

（⽝
集
義
和
書
顯
非
⽞
卷
上
)

西
川
季
格
は
、
蕃
山
は
藤
樹
の
弟
子
に
な
っ
て
、
陽
明
の
良
知
説
を
學
ん
で

か
ら
、
開
明
し
て
⽝
集
義
和
書
⽞
な
ど
を
著
す
こ
と
に
な
っ
た
。
然
れ
ど
も
、

彼
は
古
の
聖
人
の
説
を
取
り
上
げ
て
用
い
る
だ
け
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
實
は

た
だ
虚
榮
を
張
る
言
葉
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
藤

樹
の
解
釋
に
つ
い
て
の
檢
討
に
よ
れ
ば
、
蕃
山
の
こ
の
よ
う
な
朱
・
王
折
衷
の

思
想
も
藤
樹
の
影
響
で
あ
る
と
窺
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
か
ら
、⽝
大
學
⽞
に
つ
い
て
蕃
山
は
藤
樹
の
解
釋
を
繼
承
し
て
い

る
。
ま
ず
、⽝
大
學
⽞
の
定
本
に
關
し
て
は
、
蕃
山
は
藤
樹
と
同
樣
に
、
王
陽
明

が
唱
え
た
古
本
を
定
本
と
し
て
い
る
が
、
朱
熹
の
⽛
大
學
章
句
⽜
に
從
っ
て
經

文
と
傳
文
を
區
別
し
て
い
る
。
次
に
、彼
は
藤
樹
の
説
を
踏
襲
し
、誠
意
の⽛
意
⽜

を
⽛
私
意
⽜
と
解
釋
し
て
い
る
。
ま
た
、
致
知
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
藤
樹
の
よ

う
に
⽛
致
良
知
⽜
と
い
う
言
葉
で
直
接
に
解
釋
し
て
い
な
い
が
、
良
知
と
同
じ

旨
意
で
解
説
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朱
子
學
と
陽
明
學
の
分
岐
に
關
し
て
は
、

彼
は
藤
樹
に
從
い
、
批
判
を
加
え
な
く
、
折
衷
し
た
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
井

上
哲
次
郎
が
評
價
し
て
い
る
よ
う
に
、
蕃
山
は
他
の
陽
明
學
者
の
よ
う
に
陽
明

を
尊
崇
し
て
、
朱
熹
を
輕
侮
す
る
偏
狹
固
陋
の
人
で
は
な
く
、
却
っ
て
朱
熹
と

王
陽
明
の
各
々
の
長
所
を
取
り
、
宋
の
理
學
と
明
の
心
學
と
、
い
ず
れ
も
そ
の

自
分
に
裨
益
が
あ
る
こ
と
を
知
る
者
で
あ
る
十
一
。
要
す
る
に
、⽝
大
學
⽞
の
解

釋
方
法
か
ら
學
問
の
姿
勢
ま
で
、
蕃
山
は
藤
樹
思
想
の
忠
實
な
繼
承
者
で
あ
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

蕃
山
の
學
問
に
つ
い
て
、
門
人
巨
勢
直
幹
は
次
の
よ
う
に
評
價
し
て
い
る
。
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澤
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先
生
壯
歳
に
し
て
、
藤
樹
に
學
ぶ
よ
り
易
簀
に
至
る
ま
で
、
殆
ど
四
十
有

余
な
り
。
事
に
應
じ
物
に
接
し
、
視
聽
言
動
は
、
日
に
新
し
く
月
に
熟
せ

り
。
朱
王
の
學
を
貴
び
、
天
下
の
理
を
窮
め
、
陷
格
拘
外
の
弊
を
矯
め
、

書
ᷕ
徒
善
の
惑
を
解
す
。
藤
原
惺
窩
既
に
王
道
の
學
を
興
し
、
然
れ
ど
も

未
だ
自
反
心
得
の
實
、
氣
質
變
化
の
論
、
水
土
時
位
の
權
を
言
は
ず
。
藤

樹
は
創
め
て
之
を
發
明
し
、
先
生
は
續
け
て
之
を
ᷠ
弘
し
、
是
に
於
い
て

聖
學
大
完
す
。
且
つ
又
た
世
人
は
儒
を
以
て
一
藝
事
と
爲
し
、
公
侯
大
夫

士
は
學
ぶ
所
以
を
知
ら
ず
。
藤
、
蕃
の
兩
師
の
出
で
て
、
以
て
人
人
の
日

用
す
べ
き
の
心
法
を
明
ら
か
に
す
る
に
依
り
、
始
め
て
國
家
の
急
務
を
知

れ
り
。（
中
略
）
識
る
者
は
、
藤
樹
を
以
て
周
濂
溪
に
比
へ
、
蕃
山
を
以
て

程
伊
川
に
擬
ふ
と
云
ふ
。（
先
生
壯
歳
、自
學
藤
樹
至
易
簀
、殆
四
十
有
余
。

應
事
接
物
、
視
聽
言
動
、
日
新
月
熟
。
貴
朱
王
之
學
、
窮
天
下
之
理
、
矯

陷
格
拘
外
之
弊
、
解
書
ᷕ
徒
善
之
惑
。
藤
原
惺
窩
既
興
王
道
之
學
、
然
未

言
自
反
心
得
之
實
、
氣
質
變
化
之
論
、
水
土
時
位
之
權
。
藤
樹
創
發
明
之
、

先
生
續
ᷠ
弘
之
、
於
是
聖
學
大
完
。
且
又
世
人
以
儒
爲
一
藝
事
、
公
侯
大

夫
士
不
知
所
以
學
。
依
藤
、
蕃
兩
師
出
、
以
明
人
人
可
日
用
之
心
法
、
始

知
國
家
急
務
矣
。（
中
略
）
識
者
以
藤
樹
比
周
濂
溪
、
以
蕃
山
擬
程
伊
川

云
。）

（⽝
熊
澤
先
生
行
状
⽞)

巨
勢
直
幹
の
評
論
に
よ
る
と
、
蕃
山
の
學
問
で
は
次
の
四
つ
の
特
徴
を
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
蕃
山
の
學
問
は
日
々
新
し
く
な
り
、
成
熟
し
て

い
っ
た
。
次
に
、
彼
の
學
風
に
は
朱
子
學
と
陽
明
學
を
兼
備
し
、
天
下
の
物
事

の
理
を
窮
め
る
と
と
も
に
、
外
物
に
こ
だ
わ
る
こ
と
に
陷
る
弊
害
を
矯
正
し
、

書
籍
に
溺
れ
て
、
ひ
た
す
ら
善
を
求
め
る
迷
い
を
解
消
し
た
。
さ
ら
に
、
蕃
山

は
藤
樹
が
唱
え
た
自
反
心
得
や
氣
質
の
變
化
、
水
土
時
位
十
二

な
ど
の
思
想
を

發
展
し
、
儒
學
を
完
成
さ
せ
た
。
最
後
に
、
藤
樹
と
蕃
山
は
、
儒
學
を
技
藝
と

す
る
と
い
う
既
成
觀
念
を
破
り
、
心
法
が
實
用
的
な
治
國
の
道
で
あ
る
こ
と
を

世
の
中
に
廣
め
た
。
な
お
、
巨
勢
直
幹
は
藤
樹
と
蕃
山
を
そ
れ
ぞ
れ
周
敦
頤
と

程
頤
に
擬
え
て
高
く
評
價
し
て
い
る
。

蕃
山
の
學
問
は
理
論
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
や
教
育
の
有
用
性
を
求
め

て
い
る
。
當
時
の
社
會
状
況
に
基
づ
い
て
、⽝
大
學
或
問
⽞
を
著
し
、
幕
府
に
經

世
濟
民
の
策
を
提
案
し
た
。
彼
は
、
君
主
が
仁
政
を
行
い
、
臣
下
が
諫
め
て
補

佐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
唱
え
、
河
川
の
整
備
、
飢
饉
・
災
害
の
援
助
、
貿

易
の
振
興
、
大
名
の
財
政
健
全
化
、
及
び
民
生
の
安
定
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
建
言
を
申
し
立
て
た
り
し
て
、
社
會
へ
の
強
い
關
心
を
示
し
て
い
る
。
彼

は
幕
政
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
河
に
禁
錮
さ
れ
た
。
こ
の⽝
大
學
或
問
⽞

は
、
德
川
時
代
の
經
世
書
中
、
最
も
優
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
後
代
の
儒

者
が
と
り
あ
げ
た
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
社
會
的
問
題
の
ほ
と
ん
ど
が
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
十
三
。
陽
明
學
で
は
、
實
踐
を
重
要
視
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
蕃

山
は
岡
山
藩
政
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
⽝
大
學
⽞
思
想
を
貫
徹
し
た
か
、
そ

し
て
蕃
山
の
政
治
論
と
教
育
論
で
は
、⽝
大
學
⽞
が
ど
ん
な
役
割
を
擔
っ
て
い
る

か
、
今
後
の
課
題
と
し
て
引
き
續
き
研
究
を
行
い
た
い
。

（
か
ん

が
せ
ん
・
言
語
文
学
専
攻
)

注一

宮
崎
道
生
⽝
熊
澤
蕃
山
の
研
究
⽞（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
を
參
照
。
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二

井
上
哲
次
郎
⽝
日
本
陽
明
學
派
之
哲
學
⽞（
冨
山
房
、
一
九
〇
三
年
）
を
參
照
。

三

相
良
亨
⽝
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
教
運
動
の
譜
系
⽞（
理
想
社
、
一
九
六
五
年
）
を

參
照
。

四

友
枝
龍
太
郎⽛
熊
澤
蕃
山
と
中
國
思
想
⽜（⽝
日
本
思
想
大
系

三
〇

熊
澤
蕃
山
⽞、

岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
を
參
照
。

五

⽝
大
學
和
解
⽞
と
⽝
大
學
小
解
⽞
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
正
宗
敦
夫
⽛
大
學
小
解
・

同
和
解
・
同
或
問
解
題
⽜（⽝
蕃
山
全
集
⽞
第
三
册
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一
九
四

一
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

六

蕃
山
入
門
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
九
年
と
い
う
一
説
も
あ
る
。
井
上
通
泰

⽛
蕃
山
片
影
⽜（⽝
蕃
山
全
集
⽞
第
六
册
附
録
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一
九
四
一
年
）

を
參
照
さ
れ
た
い
。⽛
蕃
山
先
生
状
⽜（
同
上
）、
秋
山
弘
道
⽛
慕
賢
録
⽜（
同
上
）、

及
び
⽛
藤
樹
先
生
年
譜
⽜（⽝
藤
樹
先
生
全
集
⽞
第
五
册
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇

年
）
で
は
、
皆
寛
永
十
八
年
と
し
て
い
る
。

七

宮
崎
道
生
⽝
熊
澤
蕃
山
─
人
物
・
事
蹟
・
思
想
⽞（
新
人
物
往
來
社
、
一
九
九
五
年
）

を
參
照
。

八

引
用
原
文
の
括
弧
の
注
記
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

九

⽝
集
義
義
論
聞
書
⽞
全
三
册
で
あ
る
が
、
今
傳
本
で
は
第
一
册
が
缺
け
て
、
第
二
、

三
册
が
⽝
蕃
山
全
集
⽞（
第
六
册
）
に
收
録
さ
れ
て
い
る
。
編
者
に
よ
れ
ば
、
第
三

册
は
蕃
山
著
書
の
拔
書
の
よ
う
な
も
の
で
、
蕃
山
の
學
説
の
斷
片
的
な
も
の
を
集

め
て
、蕃
山
の
思
想
を
示
し
た
重
要
な
著
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
正
宗
敦
夫⽛
集

義
義
論
聞
書
解
題
⽜（⽝
蕃
山
全
集
⽞
第
六
册
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一
九
四
一
年
）

を
參
照
。

十

友
枝
龍
太
郎
⽛
熊
澤
蕃
山
と
中
國
思
想
⽜（
前
掲
）
を
參
照
。

十
一

井
上
哲
次
郎
⽝
日
本
陽
明
學
派
之
哲
學
⽞（
前
掲
）
を
參
照
。

十
二

水
土
時
位
と
は
、
蕃
山
が
⽝
易
⽞
の
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
き
、
日
本
の
中
世
以
來

の
神
國
思
想
、
及
び
師
藤
樹
か
ら
繼
承
し
た
時
處
位
論
を
取
り
入
れ
て
確
立
し
た

思
想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
崎
道
生
⽝
熊
澤
蕃
山
の
研
究
⽞（
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
〇
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

十
三

相
良
亨
⽝
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
教
運
動
の
系
譜
⽞（
理
想
社
、
一
九
六
五
年
）
を

參
照
。
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